
本
事
業
は
、
真
庭
市
（
代
表
）、
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
西
栗
倉
村
の
3
市
1
村
の
広
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
。

商
業
・
業
務
、
医
療
・
福
祉
、

教
育
・
文
化
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
等
の
高
次
の
都
市
機
能
が

集
積
す
る
と
と
も
に
、
13
の

大
学
・
短
期
大
学
が
あ
り
、

学
術
・
研
究
の
拠
点
都
市
に

も
な
っ
て
い
る
。

＜倉
敷
市
＞

倉
敷
市
は
、
県
西
南
部
に

位
置
し
、
幹
線
道
路
・
鉄
道

等
の
広
域
交
通
網
が
整
備
さ

れ
、
大
型
商
業
施
設
、
三
次

救
急
指
定
病
院
、
高
等
教
育

機
関
等
、
高
次
の
都
市
機
能

が
集
積
す
る
中
核
市
で
あ
る
。

世
界
に
誇
る
町
並
み
や
伝

統
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

＜西
粟
倉
村
＞

西
粟
倉
村
は
、
岡
山
県
の

最
東
北
端
に
位
置
し
、
峡
谷

型
の
地
形
で
、
村
の
中
心
を

南
流
す
る
吉
野
川
沿
い
に
集

落
が
点
在
し
て
い
る
。
昭
和
・

平
成
の
合
併
に
は
参
加
せ
ず
、

単
独
自
治
体
と
し
て
自
主
・

自
立
の
道
を
選
択
し
、
村
の

優
位
な
基
盤
を
活
か
し
た

「
上
質
な
田
舎
」
の
実
現
に
向

け
て
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

3
市
1
村
の
共
通
課
題

3
市
1
村
は
と
も
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ

て
い
る
。

真
庭
市
、
岡
山
市
、
倉
敷
市
、

西
粟
倉
村
の
各
市
・
村
と
も

に
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
た
情
報
発

信
や
連
携
し
た
普
及
啓
発
活

動
等
は
実
施
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
取
り
組
み
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
手
段
と
し
て

「
見
え
る
化
（
体
感
）
」
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
と
の
共
通
し

た
思
い
が
あ
り
、
今
回
の
モ

デ
ル
事
業
連
携
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
（後
述
）

取
り
組
み
の
概
要

広
域
連
携
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
（
取
り
組
み
の
多
様

性
、
選
択
肢
増
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
増
、
発
信
力
強
化
な
ど
）
を

活
か
し
、
そ
の
す
べ
て
を
体
感

で
き
る
岡
山
県
版
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

体
感
ツ
ア
ー
」
を
実
装
す
る
こ

と
で
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
観
光
振

興
へ
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
都

市
規
模
や
地
域
性
に
応
じ
た

地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
を

体
感
型
で
発
信
（
見
え
る
化
）

し
、
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
。

真
庭
市
が
中
心
と
な
っ
た

経
緯
は
、
従
来
か
ら
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
が
盛
ん
で
、
真
庭
市

が
行
っ
て
い
た
既
存
の
バ
イ
オ

マ
ス
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、
ほ
か

の
市
と
も
連
携
し
や
す
い
こ

と
、
ま
た
、
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
自
治
体
負
担
の
軽
減
で

き
る
と
と
も
に
未
来
都
市
の

役
割
も
担
え
る
と
考
え
、
広

域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
。

④
心
地
よ
い
居
場
所

２
０
２
２
年
12
月
14
日
〜
１

５
日
１
泊
２
日

２
日
間
で
４
都
市
を
巡
る
企

画
。
社
会
課
題
解
決
に
向
け

た
多
様
な
取
り
組
み
を
体
感

す
る
コ
ー
ス

①
自
ら
取
り
組
む
環
境
保
全

２
０
２
２
年
12

月
１
日

（木)

日
帰
り

「
児
島
」
の
繊
維
産
業
の
歴
史

背
景
や
「
岡
山
市
」
の
廃
棄
物

の
行
方
を
見
学
。
民
間
企
業

が
取
り
組
む
、
環
境
保
全
活

動
を
巡
る
コ
ー
ス

②
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て

２
０
２
２
年
12
月
２
日
（
金
）

日
帰
り

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
先
進
地
と

注
目
さ
れ
て
い
る
「
真
庭
市
」

と
「
西
粟
倉
村
」
を
1
日
で
見

学
で
き
る
コ
ー
ス

③
海
と
陸
の
つ
な
が
り

２
０
２
２
年
12
月
10
日
（
土
）

日
帰
り

瀬
戸
内
海
の
海
ご
み
の
現
状

と
回
収
状
況
を
見
学
。
真
庭

市
で
は
里
山
の
環
境
保
全
活

動
を
見
学
し
つ
な
が
り
を
実

感
い
た
だ
け
る
コ
ー
ス

広域連携SDGsモデル事業
『Sustainable Value Creation Tour』の実装

Sustainable Value Creation Tourの内容（４コース）

＜真
庭
市
＞

真
庭
市
は
、
岡
山
県
の
北

部
、
鳥
取
県
境
に
あ
り
、
２
０

０
５
年
3
月
31
日
に
9
つ
の

町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

ま
ち
で
、
森
林
が
面
積
の
約

80
％
を
占
め
る
典
型
的
な
中

山
間
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら

木
材
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

＜岡
山
市
＞

岡
山
市
は
、
中
国
・
四
国
地

方
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
位

置
し
、
広
域
高
速
道
路
網
、

鉄
道
網
、
航
空
網
な
ど
の
交

通
網
が
整
備
さ
れ
た
都
市
で
、



業
者
及
び
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担

い
、
自
走
化
を
見
据
え
た
体

制
と
し
、
４
都
市
も
、
構
成
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
岡
山
県
内
の

産
官
学
金
言
の
関
係
団
体
で

構
成
す
る
「
お
か
や
ま
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
研
究
会
」
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
、
客
観
的
な
視

点
で
事
業
推
進
へ
の
助
言
等

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
観

光
の
専
門
家
（
大
学
）
も
外
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
連
携

い
た
だ
き
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
観

光
人
材
の
育
成
支
援
体
制
の

構
築
も
行
い
ま
し
た
。

真
庭
市
か
ら
各
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
呼
び
か
け
、
連

携
の
場
が
構
築
で
き
、
前
向

き
で
協
力
的
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
か

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
新
た
な
観
光

振
興
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
を
体
感
で
き
る
仕
組
み

を
リ
ン
ク
さ
せ
、

「Su
s
ta

in
a
b
le

V
a
lu

e

C
re

a
tio

n
T
o
u
r

」(

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
見
え
る
化
（
体
感
）
ツ
ア
ー
）

の
構
築
を
行
い
、
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
横
展
開
へ
繋
げ

る
と
い
う
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
開
発
し
た
ツ
ア
ー

を
旅
行
業
者
（
両
備
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス(

株)

）
及
び(

株)

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
ツ
ア
ー
商
品
と
し

て
販
売
を
行
い
、
地
域
Ｄ
Ｍ

Ｏ
で
あ
る
（
一
社
）
真
庭
観
光

局
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
事

業
ス
キ
ー
ム
を
構
成
し
、
対

象
地
域
（
岡
山
県
）
内
外
か
ら

顧
客
を
確
保
し
な
が
ら
、
そ

の
収
益
に
お
い
て
事
業
の
自

立
化
を
実
現
す
る
よ
う
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

他
地
域
へ
の
展
開
見
込
み
に

つ
い
て

ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
4
自
治
体
以
外
の
自
治
体

の
方
の
参
加
も
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
対
す
る
関

心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

４
自
治
体
が
連
携
し
て
い

る
こ
と
を
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
よ
り
、

効
率
的
に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
体
感

ツ
ア
ー
に
は
、
一
般
の
方
の

参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
観
光
振
興
策
と

し
て
の
可
能
性
が
十
分
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
実
施
す
る
に

至
っ
た
経
緯

岡
山
県
版
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
感

ツ
ア
ー
」
を
実
装
す
る
こ
と
で
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
観
光
振
興
へ
つ

な
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。

真
庭
市
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、
従

来
よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
ツ
ア
ー

を
市
が
積
極
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
他
の
市
と
も

連
携
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
ま
ず
は
真
庭
市
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
企
業
と
も
連

携
を
進
め
る
こ
と
で
、
自
治

体
負
担
も
軽
減
で
き
る
と
と

も
に
、
未
来
都
市
の
役
割
も

担
え
る
と
考
え
、
応
募
し
ま

し
た
。

広
域
連
携
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
連
携
の
在
り
方
に

つ
い
て

真
庭
市
（代
表
）、
岡
山
市
、

倉
敷
市
、
西
粟
倉
村
の
4
都

市
で
、
「
岡
山
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
連
絡
協
議
会
」
を
設
置

し
、
こ
れ
を
推
進
母
体
と
し
、

事
業
の
検
討
推
進
を
行
い
ま

し
た
。
具
体
的
な
ツ
ア
ー
開

発
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
旅
行


